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第４章は、実橋における検証と対応として、設計荷重の考え方、1987 年台風 12 号に
よって設計風速を上回る風を受けた平戸大橋の耐風時の挙動と安全性の検証、また兵庫
県南部地震を教訓にしたレベル２地震動を受ける場合の耐震安全性を検証した。 
第 5 章は、投資効果の視点として、これまでの事前評価を現時点で事後評価した結果、
いずれも目標が達成されていないことが判明したのでその原因を検討するとともに、新
しい投資効果の項目として、そこに住む人々の安心・安全の意識として評価するため、
住民のアンケート調査を行った結果から、投資効果の新しい考え方として提言した。 
第 6 章は、総括として、本研究によって得たことを基本にして今後への提言を行った。
 これらの研究結果は今後の離島架橋促進のための基礎資料となること、および地方都
市における橋梁建設に役立つものと確信している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
